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1975=1978 :49-430, 油井 2004 :72）。ストーによれば、自分自身の種のメン
バーを殺す習性をもった脊椎動物は他にいない。同じ種の仲間に残虐行為を
して積極的な喜びを感ずる動物は人間だけである。私たちはかつて地上を
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断じ難い。しかし、ひとたび攻撃性が私利私欲と結ばれ、己れのために力と
権力を獲得する手段として用いられるようになると、攻撃性は諸悪の根源と
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ことは、人間が他者から排除されることにどれほど傷つくかということを示
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